
別紙3 個人情報の取扱いに関する覚書（雛形）
（委託者）　　　　　　　　　（以下「甲」という）と株式会社MedSelf（以下「乙」という）は、甲乙間の産業医業務委託基

本契約（以下「原契約」という）に基づき乙が取り扱う個人情報について、次のとおり合意する。

第1条（目的と定義）

1. 本覚書は、乙が原契約に基づく業務（以下「本業務」という）の実施に伴い、甲から委託を受けて取り扱う個人情報の安全管

理について定める。

2. 「個人情報」「個人データ」「要配慮個人情報」は、個人情報の保護に関する法律（以下「法」という）の定義による。本業

務で取り扱う健康に関する情報は要配慮個人情報にあたる。

第2条（取り扱う個人情報の範囲）

乙が取り扱う個人情報は別表1に定める。甲は別表1に定めのない個人情報を乙に提供しない。乙は、本業務に必要のない個人情

報の提供を受けたときは、甲に通知し、甲の指示に従い返却または削除する。

第3条（利用目的の限定）

乙は、個人情報を本業務の実施、甲からの照会への対応、および乙の法的義務の履行の目的に限って取り扱い、目的外に利用し

ない。乙は、個人情報を乙の他の事業（医療機関の運営を含む）の目的に利用しない。

第4条（安全管理措置）

乙は、個人情報の漏えい、滅失、毀損の防止その他の安全管理のため、次の措置を講じる。

(1) 組織的措置：責任者の設置、取扱規程の整備、取扱状況の点検

(2) 人的措置：従業者および乙が契約する医師に対する秘密保持義務の課与と教育

(3) 物理的措置：電子媒体の暗号化、紙媒体の不作成または返却・廃棄、執務環境の管理

(4) 技術的措置：役割に基づくアクセス制御、本人認証、通信および保存時の暗号化、追記型の操作記録、脆弱性の検査と是正、

文書のファイル名・フォルダ名における案件識別子による管理（識別子と氏名の対応表の分離保管。文書本文には業務上必要な

氏名等を含む）

(5) 外的環境の把握：個人情報を保管する外部サービスの所在国・地域の把握と、当該国の制度の確認

第5条（従業者および委託医師の監督）

乙は、個人情報を取り扱う従業者および乙が契約する医師に対し、本覚書と同等の義務を課し、必要かつ適切な監督を行う。

第6条（再委託）

1. 乙は、本業務のĀ部を乙が契約する医師にā委託するĂとができる。Ăのă合、乙は事Ąに当該医師の氏名およびąĆを甲に

通知する。

2. 乙は、個人情報の保管およびć理のため、別表2にĈĉる外部サービスを利用する。別表2の追Ċ・ċČは、乙が事Ąに甲に通

知する。甲は正当な理čがあるă合、ĎďをĐđるĂとができる。
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3. Ą2Ę以外のā委託は、甲の事Ąの書ęによるĚěを要する。

4. 乙は、ā委託Ĝに本覚書と同等の義務を課し、ā委託Ĝの行ĝについて甲に対し責任をĞう。

第7条（外国にある第三者）

1. 乙は、別表2の外部サービスの利用が法ğ2Ġġの「外国にあるğĢ者への個人データの提供」に該当するかを、ģサービスの

所在と契約Ĥĥ（当該事業者が個人データを取り扱Ħないħの定めのĨĩを含む）に基づいて整理し、そのĪīを甲に報Ĭす

る。

2. ĄĘの整理により提供に該当するă合、乙は法ğ2Ġġに基づき必要な措置（本人の同意の取ĭ、または基Įに適合する体制の

整備と本人への情報提供）について甲とįďし、Ăİにįıする。

3. 別表2の「保管ĲーĳĴĵ」Ķには所在を記ķし、確認できていないĘ目は「確認ĸ」と記ķする。乙は確認のĪīをĹĺかに

甲に通知する。

第8条（漏えい等の報告）

1. 乙は、個人情報の漏えい、滅失、毀損またはそのおそİを知ったときは、知った時点からĹĺかに、ĻくとļĽ2時間以Ĥに甲

に通知する。

2. 乙は、原ľ、Ŀŀ、Łł、講じた措置およびāŃ防止ńを甲に報Ĭし、法ğ2Ņġに基づく個人情報保護委ņ会への報Ĭおよび

本人への通知について甲にįıする。

3. 乙から甲へのĄ2Ęの通知は、個人情報の保護に関する法律施行規ŇğĠġğ2Ęに定める委託Ĝから委託ňへの通知として行

う。

第9条（報告と確認）

1. 甲は、乙における個人情報の取扱状況について、合理的なĿŀで報Ĭをŉめ、または事Ąにįďのうえ確認（書ęによるŊ

ŋ、ŌĵōイĵでのŎŏを含む）を行うĂとができる。乙はĂİにįıする。

2. 甲は、必要があるときは、事Ąにįďのうえ合理的なĿŀで乙の執務ă所へのŐőによる確認を行うĂとができる。執務ă所

の事情によりŐőがŒœなă合、乙はŌĵōイĵでの確認によりŔŕする。

第10条（保管期間、返却および削除）

1. 乙は、別表1に定める保管Ŗ間、個人情報を保管する。

2. 原契約のŗŘ時または甲のŉめがあるとき、乙は保管する個人情報をř業ŚśでŜŝしし、返却物のĀŞを甲に提示し、甲の

受ş確認のŠに乙の保管分を削除する。

3. 削除の事実、対šの識別子のŢţŤťŦ、実施者およびŧ時は、乙の記録としてŨる。乙は、削除の実施を甲に報Ĭする。

4. 医師のũがŪ照する記録および本人の同意なく提供できない情報は返却物に含めない。乙はĂİらをğ3Ęと同じū法で削除す

る。

第11条（本人からの請求）

乙が本人からŬ示、ŭ正、利用Ů止またはůŰのűŉを受けたときは、乙は甲に通知し、法定保存義務のŲųŖ間かを含めて甲

のŴŵをĭたうえで、甲の指示に従い対応する。
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第12条（有効期間）

本覚書は原契約と同時にŶıをŷじ、原契約のŗŘŠļ、乙が個人情報を保管する間、ŶıをĨする。

ŸŹ　ź　Ż　ŧ

甲：

乙：żŽžſƀƁƂĀƃ目1ĠƄ21号　ğĀŧƅƆビル　株式会社MedSelf　Ŕ表取Ƈ役　ƈ部　
ƉƊ

別表1　取り扱う個人情報と保管期間

区分 項目 取得元 保管期間

ř業Ƌ当者 会社名、氏名、ƌールアƍƎス、電ƏƄ号（Ɛ約時は必Ƒ） 甲 原契約ŗŘまで

対š者（ƒƓ者） 氏名（Ɛ約時にř業Ƌ当者がőı）、社ņƄ号、所Ɣ、ƕƖ、Ɨ務状
況、業務Ĥĥ、ęƘの目的

甲 ęƘ実施ŧから5ź

甲が提供するąƙ ęƘの目的に必要なĿŀの、健康ƚŵĪīのƛし、ƜƝ医のƚŵ書・意
ƞ書のƛし、Ɨ務情報提供書等（文書として受託保管する）

甲 同上

対š者（ƒƓ者） ęƘにおける本人のƟĐ、医師の所ƞ（医師のũがŪ照する記録を含
む）

本人・医師 同上

意ƞ書 Ơ業のơƢ、Ơ業上の措置の要ƢとĤĥ、Ŗ間、āƣƤの時Ŗ、理čと
して必要なĿŀの情報

医師 同上

ƥƦ ƥƦの識別子、Ƨƨ、ŧ時（Ʃーƍ情報は乙が取り扱Ħない） ƥƦ事業者 法定のƪƫ保存Ŗ間

Ɛ約Ƭęではőıを受けƭけないļの：Ʈ名・Ư状のưč記Đ、ƚŵ書の本文、対š者のƌールアƍƎス。Ɛ約ƬęのőıĘ目

として健康ƚŵの検査Ŧは取ĭƱƲ、甲が提供するƛしを文書として保管する。

別表2　個人情報の保管・処理に利用する外部サービス

サービス 用途 取り扱う情報 所在（保管
リージョン）

契約・DPA

MƳƴƵƶƷƶfƸ ƹƺƻƵe 実行基Ƽ・データ
ƽース・監ƾ

個人情報・要配慮個人情報 確認ĸ 確認ĸ

ƿƶǀ 文書保管 ęƘ記録・意ƞ書 確認ĸ 確認ĸ

ǁǂl.ƴƶǃ Ɛ約管理 Ƌ当者の氏名・ƌール、Ɛ約ŧ時、ęƘƖ別 確認ĸ 確認ĸ

MƳƴƵƶƷƶfƸ ǄǅƸƵǂ 
ēĔĖǆƵǂǇǈ

認証 識別情報 確認ĸ 確認ĸ

MƳƴƵƶƷƶfƸ 
ǉeǂǃƷ（Ɛ定）

ŌĵōイĵęƘ Ǌǋ・ǌǍ（録Ƭ等の取扱いは個別に案Ĥ） 確認ĸ 確認ĸ

ĒēĔĕĒē Ė 株式会社MedSelf     3 ė 4



サービス 用途 取り扱う情報 所在（保管
リージョン）

契約・DPA

SƸƵƳǇe ƩーƍƥƦ・űŉ
書のŃ行とǎ行Ǐ
ǐの受ƭ

ƥƦ情報（Ʃーƍ情報は乙を通らない）・űŉĜの会社
名・Ǒ名・ƌールアƍƎス

確認ĸ 確認ĸ

SeǅdǆƵƳdĖ
ǆǃǂƳl

通知ƌール Ƌ当者の氏名・ƌール、通知本文（対š者の氏名・ęƘ
Ɩ別を含むĂとがある。ƚŵなǒの健康情報の本文は含
めない）

確認ĸ 確認ĸ

ř業間ŠǓいƥ
Ʀ

ǔőĮ備ĸ・Ǖ在
はǖ利用

Ǘ Ǘ Ǘ

ǘǙーフォǚー
ƍ クōǛƍűŉ
書ĖǁlƶƻdSƳǜǅ

űŉ書Ń行・電子
契約（基本契約・
ŻǝƇめǓいのă
合）

ř業情報・űŉ情報・契約書 確認ĸ 確認ĸ
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